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農林作物の鳥獣被害アンケート調査 

結果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月 

経済部農林整備課 
  



１ 調査期間 令和４年 12 月 27 日から令和５年２月 28 日まで 

 

２ 調査対象者及び調査方法 

本市の農地で耕作している大部分の農林業者に当たる令和５年度営農計

画書の配布対象者に対し、令和４年 12 月下旬の区長文書配布で、農政課が

営農計画書を配布する際に、本アンケートの調査票(P.19 別添２参照)を同

封することにより配布した。 

また、回収については、農政課が営農計画書を回収する際に、併せて回収

を依頼するとともに、適宜、本庁及び各支所の窓口で直接回収した。なお、

一部の事務のデジタル化推進に協力いただいた方には、専用のウェブサイ

トより入力してもらった。 

 

３ 対象者数  2,356 人 

 

４ 回答者数     203 人 

   調査票による回答    172 人 

   ウェブサイトによる回答 31 人 

 

５ 回答の集計結果 

(1) 被害面積     5,050.77ａ 

(2) 被害総額   49,273,476 円 

(3) 鳥獣ごとの被害面積及び被害額 

鳥獣名 被害面積（ａ） 被害額（円）

イノシシ 4,588.71 35,961,718

カラス 125.54 5,144,926

ニホンジカ 99.01 404,036

カモ 82.79 2,691,147

タヌキ 37.58 550,840

ハクビシン 31.60 913,908

アナグマ 30.68 2,288,208

ヒヨ 12.50 15,398

スズメ 7.19 72,264

うさぎ 7.15 125,873

アライグマ 1.50 159,444

イタチ 1.08 483,572

その他・不明 25.44 462,142

計 5,050.77 49,273,476  

※ 被害額については、基本的に熊本県農林水産部が定めた令和４年度

（2022 年度）農作物等災害単価により算出した。 
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(4) 主な鳥獣による被害状況 

① イノシシ 

地域名 被害面積（ａ） 被害額（円）

菊池 1,887.20 19,150,639

七城 56.00 920,723

旭志 2,645.51 15,890,356

泗水 0.00 0

計 4,588.71 35,961,718  

 

〇 イノシシは、本市における農林作物被害の大部分（被害面積

90.8％、被害額 72.9％）を占める鳥獣で、飼料作物など災害単価の

低い作物の被害が多いため、被害面積に比して被害額が低い結果と

なった。 

〇 農産物だけでなく、これまで把握できていなかったタケノコやし

いたけなどの特用林産物の被害を確認した。 

〇 泗水地域を除く広い範囲において年間を通して出没し、農林産物

へ多額の被害をもたらしているため、重点的な対策が急務である。 

 

② カラス 

地域名 被害面積（ａ） 被害額（円）

菊池 66.00 1,989,472

七城 56.69 2,930,656

旭志 0.00 0

泗水 2.85 224,798

計 125.54 5,144,926  

 

〇 カラスは、イノシシに次いで農作物に被害を与えており、特に七城

地域において顕著である。 

〇 メロン等の災害単価の高い作物の被害が多く、被害面積に比して

被害額が高くなる結果となった。 
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③ ニホンジカ 

地域名 被害面積（ａ） 被害額（円）

菊池 27.61 181,750

七城 0.00 0

旭志 71.40 222,286

泗水 0.00 0

計 99.01 404,036  

 

〇 ニホンジカによる被害額及び被害面積は、共に少ない結果となった

が、近年の捕獲頭数や目撃情報の増加に伴って、今後、被害の拡大が

懸念される。 

〇 今回の調査では、スギやヒノキなどの木材被害が調査対象外となっ

てしまったので、次回の調査では追加する必要がある。 

(農林作物の被害⇒農林業の被害） 

 

④ カモ 

地域名 被害面積（ａ） 被害額（円）

菊池 0.00 0

七城 38.79 51,147

旭志 0.00 0

泗水 44.00 2,640,000

計 82.79 2,691,147  

 

〇 八代市では年間９千万円以上の被害をもたらしている鳥獣であ

り、今回の調査により初めて本市での被害を確認した。 

〇 泗水地域で、れんこん、七城地域で、小麦などの被害があった。 

〇 本市では大きな河川等もなく個体数の大幅な増加は無いと思われ

るが、今後は本市の被害防止計画の対象鳥獣に指定するなど対策を

考えていく必要がある。 

 

⑤ タヌキ 

地域名 被害面積（ａ） 被害額（円）

菊池 0.00 0

七城 36.13 520,292

旭志 0.00 0

泗水 1.45 30,548

計 37.58 550,840  
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○ タヌキは、全国的に中山間地から民家周辺まで広く分布しており、

本市では、七城地域で飼料用トウモロコシ、スイートコーン、なすの

被害を確認した。 

 

⑥ ハクビシン 

地域名 被害面積（ａ） 被害額（円）

菊池 30.60 807,612

七城 1.00 106,296

旭志 0.00 0

泗水 0.00 0

計 31.60 913,908  

 

〇 農林水産省の公表データでは、ハクビシンは熊本県には生息して

いないとされているが、複数の回答者より被害の報告があった。 

〇 県内では玉名市がハクビシンを被害防止計画の対象鳥獣に指定し

ており、本市でも同様な対応を検討していく必要がある。 

 

⑦ アナグマ 

地域名 被害面積（ａ） 被害額（円）

菊池 17.78 1,480,747

七城 12.90 807,461

旭志 0.00 0

泗水 0.00 0

計 30.68 2,288,208  

 

〇 アナグマは、ワイヤーメッシュ柵の下から穴を掘って農地に侵入

し、その穴から更にイノシシが農地へ侵入するため、更なる被害をも

たらす可能性がある。 

〇 以前より目撃情報はあったものの、今回の調査で、これまで把握で

きていなかったアナグマによる被害を確認した。 

〇 今後は、本市の被害防止計画の対象鳥獣に指定し、対策を考えてい

く必要がある。 
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(5) イノシシによる特用林産物の被害状況 

作物名 地域名 被害面積（ａ） 被害額（円）

原 108.00 2,123,842

雪野 40.32 792,959

小木 40.00 786,608

木庭 19.00 373,639

四町分 15.00 294,978

下河原 9.00 176,987

木野 2.80 55,063

稗方 1.00 19,665

小計 235.12 4,623,741

龍門 33.60 1,100,736

小木 8.40 275,184

小計 42.00 1,375,920

277.12 5,999,661

タケノコ

しいたけ

合計  

 

○ 今回の調査により、これまで把握できていなかったイノシシによる特

用林産物の被害を確認した。 

○ 竹林やしいたけほだ場がイノシシに荒らされることにより、林業分野

における経営意欲が減退し、本市の森林整備に悪影響が生じる恐れが

懸念される。 

○ 本調査結果より、今後のイノシシ対策経費に対し、森林環境譲与税を

活用することが可能となったので、どの程度まで森林環境譲与税を活

用できるのかを今後、県と協議する。 
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(6) 地域ごとの鳥獣による農林作物の被害状況 

① 菊池地域 

鳥獣名 作物名 被害面積（ａ） 被害額（円）

水稲 634.16 6,376,333

タケノコ 235.12 4,623,741

くり 525.30 3,385,000

しいたけ 42.00 1,375,920

飼料用トウモロコシ 165.50 930,938

なし 26.00 704,600

かき 31.19 363,801

イタリアン 56.62 331,229

かぼちゃ 10.40 312,156

WCS 114.80 241,080

ごぼう 5.40 239,879

キャベツ 4.00 82,016

その他やさい 25.86 153,566

混種牧草 10.85 30,380

いちご 3.08 1,379,076

くり 9.40 60,574

水稲 2.40 24,132

イタリアン 2.90 16,965

なし 40.00 1,084,000

ぶどう 8.00 695,520

かき 18.00 209,952

水稲 6.54 65,759

びわ 3.15 40,175

なし 24.00 650,400

トマト 0.60 118,548

くり 6.00 38,664

くり 25.26 162,743

水稲ほか 1.20 12,066

その他 1.15 6,941

イタチ いちご 1.08 483,572

もも 3.15 112,997

大豆 4.00 12,876

不明 いちご 0.75 335,814

計 2,047.86 24,661,413

イノシシ

アナグマ

鳥類

ハクビシン

ニホンジカ

うさぎ
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② 七城地域 

鳥獣名 作物名 被害面積（ａ） 被害額（円）

メロン 20.65 2,195,013

なす 3.00 303,072

ほうれんそう 6.00 297,984

スイートコーン 2.20 46,350

飼料用トウモロコシ 7.07 39,767

はくさい 2.50 36,563

トルコギキョウ 15.00 4,347

キャベツ 0.20 4,101

甘蔗 0.07 3,459

水稲 37.80 380,072

ごぼう 8.40 373,145

メロン 1.00 106,296

飼料用トウモロコシ 8.30 46,688

レタス 0.50 14,522

メロン 7.30 775,961

飼料用トウモロコシ 5.60 31,500

なす 3.00 303,072

飼料用トウモロコシ 31.13 175,084

スイートコーン 2.00 42,136

アライグマ メロン 1.50 159,444

ハクビシン メロン 1.00 106,296

小麦 31.29 42,547

大麦 7.50 8,600

大麦 7.50 8,600

小麦 5.00 6,798

計 2,272.35 31,118,089

カラス

イノシシ

アナグマ

タヌキ

カモ

ヒヨ
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③ 旭志地域 

鳥獣名 作物名 被害面積（ａ） 被害額（円）

飼料用トウモロコシ 2,311.50 13,002,188

水稲 172.37 1,733,107

キクイモ 8.00 558,000

甘蔗 3.50 173,926

くり 23.45 151,112

大豆 30.30 97,536

小麦 57.00 77,497

WCS 35.60 74,760

イタリアン 3.80 22,230

水稲 14.40 144,789

小麦 57.00 77,497

スズメ 水稲 7.19 72,264

計 2,724.10 16,184,906

イノシシ

ニホンジカ

 

 

④ 泗水地域 

鳥獣名 作物名 被害面積（ａ） 被害額（円）

カモ れんこん 44.00 2,640,000

すいか 2.10 145,076

メロン 0.75 79,722

タヌキ スイートコーン 1.45 30,548

鳥類 小麦 15.00 20,394

計 63.30 2,915,740

カラス

 
 

(7) 自由意見 

  補助を受けてワイヤーメッシュ柵、自前の電気柵などで対応していま

すが、まだまだ防護柵がない圃場が多々あります。現状の柵のメンテナン

ス、これからの柵新設と課題が多い状況です。 

  市役所に相談してもなかなか動きがない。猟をする人を専従化しても

っと効率的な動きをしてはどうか。 

  近隣の耕作地の栗、トウモロコシ等にも年々被害拡大中で深刻です。調

査だけに終わらないようお願いします。 

  駆除、対策費助成。 

  是非、イノシシ等の対策をしてほしい。食肉処理センター、檻の設置、

ジビエの流通など。 
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  毎年イノシシが増加している。脅しをしても余り効果がない。 

  アンケートだけでなく、抜本的解決方法の検討を願います。 

  防護柵等の設置については、集落単位の申請が必要でありますが、過疎

化、耕作放棄等で中山間地では、個人ではどうにもならないのが現状です。 

  イノシシを捕獲してもらいたい。 

  イノシシ捕獲の檻を無償で貸してほしい。 

  何年も前から役場に報告をしているが、花火かわなのレンタルだけ。全

く被害が減らず悪くなる一方です。毎年、数十万円の被害あり。対策を願

うばかりです。 

  河原地区の中山間地のほとんどの地域でイノシシを始めとする被害が

出ています。電気柵をしていても被害が出る地域もあり、毎年、金銭的負

担や時間的負担が大きく対応に苦慮しております。 

  イノシシ被害の範囲が広まっている。 

  電牧や柵では隣に移るだけで、数は年々増え続けている。予算の制限も

あるので、割合を変えてもらいたい。やはり狩猟に多くのウエイトを置き、

１頭当たりの額を増やしてもらいたい。ただ一年を通す訳ではなく春の

妊娠期に集中して、狩猟してもらうのはどうでしょうか。 

  イノシシの被害が年々増加していますので、早急に対応お願いします。

個人での対策には限度があります。 

  カラスでビニールの被覆が破る被害があります。 

  箱わなの貸し出しがあれば活用を考えています。よろしくお願いしま

す。 

  もっとイノシシを間引いて欲しい。 

  イノシシ対策を拡大して欲しい。 

 

(8) 参考資料 

① 直近３年間の鳥獣による農林作物の被害状況 

年度 被害面積 被害額 

令和元年度 503ａ 6,316 千円 

令和２年度 636ａ 8,242 千円 

令和３年度 774ａ 9,723 千円 

※ 令和３年度までは、主に農業共済の実績より算出してきたが、令和４年

度では、本アンケートにより算出したため、数値が増大する結果となった。 

 

② 被害データ一覧（別添１のとおり） 

 

③ 本アンケートの調査票（別添２のとおり） 
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